
会 議 録 

会議の名称 令和６年度宮代町総合教育会議 

開催日時 令和７年３月１７日（月）１１時００分～１１時４０分 

開催場所 教育支援センター 大会議室 

出席委員 町  長     新井 康之（会議議長） 

教 育 長     中村 敏明 

教育長職務代理者 深井 美智子 

教育委員     瀧ヶ崎 隆司 

教育委員     山田 鋭生 

教育委員     大和田 由梨 

事務局 企画財政課 

課長 井上 正己、主幹 村山 善博 

担当課 教育推進課 

課長 田中 啓之、学校管理幹兼副課長 竹内 知子、副課長 小川 雅也、

生涯学習室長 飯山 武 

会議次第 １ 開会 

２ あいさつ 

３ 協議事項 

（１）教育大綱＆第３期教育振興基本計画の改定に向けて 

４ その他 

５ 閉会 

配布資料 令和６年度総合教育会議資料 

会議の公開 公開 

傍聴人数 ０人 
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発 言 者 会議要旨・決定事項 

 

企画財政課 

井上課長 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

教育推進課 

 小川副課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育推進課 

 田中課長 

 

 

 

山田委員 

 

 

１ 開会 

会議の公開及び議事録・ホームページでの公開を説明した。 

 

２ あいさつ 

 会議にあたりあいさつを行った。 

 

３ 協議事項 

（１）教育大綱＆第３期教育振興基本計画の改定に向けて 

事務局から資料に基づき説明を行った。 

 

 【協議】 

大綱を改定するということだが、改定のポイントについて説明をお願いし

たい。 

 

国、県ともに計画の改定を行っている。国は二つのコンセプトで改定して

おり、一つが、持続可能な社会の作り手の育成。未来の予測が難しい現在に

おいて、そういったものに対応していく。もう一つが、日本社会に根ざした

ウェルビーイングの向上。生きていく上での幸福感などを高めていくという

もの。 

 県の基本理念は「豊かな学びで未来を拓く埼玉教育」とし、計画全体に共

通する視点として、「誰一人取り残されない共生社会の実現に向けた教育の

推進」、「教育デジタルトランスフォーメーション、ＤＸの推進」の二つを掲

げている。 

 これらをふまえ、町で新しい基本理念（キャッチフレーズ）を作るのか、

またはどこに力を入れるかを、来年度、皆さんと一緒に考えていきたい。 

 なお、大綱の見直し期間について国は４，５年と、基本計画と同じような

見直しの期間を想定している。また、教育振興基本計画をもって大綱とする

ことも総合教育会議での協議を経れば可能としている。 

 

 本日協議いただきたいのは、計画の終期を迎える教育振興基本計画の改定

に合わせて、これまでのように大綱と別で策定するのではなく一体として見

直しを進めたい。その進め方については資料のとおり定例教育委員会と総合

教育会議で審議を進めたい。ということでよいかということ。 

 

 今回の教育振興基本計画の完成時期はいつになるのか。 
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教育推進課 

 小川副課長 

 

山田委員 

 

 

 

教育推進課 

 小川副課長 

 

 

 

山田委員 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

教育推進課 

 小川副課長 

 

 

議長 

 

教育推進課 

 小川副課長 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月に案を策定し、パブリックコメントを経て２月の議会報告前に完成

となる。 

 

 町の大綱は教育の普遍的なテーマが掲げられていると感じている。また、

大綱策定以降に急速に進行したＩＣＴ化についても目を配られている。今回

の改定にかかるコンセプトは。 

 

 国や県の計画を参考に策定を進めるものだが、柱については大きく変わる

ものではないと考えている。教育振興基本計画では、細かい施策などもある

ので、町の教育において何に力をいれていくのか皆さんと一緒に考えていき

たい。 

 

 町では独自で教育大綱を作っており私も大きな変化をつけすぎないほう

が良いと思う。 

 国の学習指導要領が１０年に一度の改定でカリキュラムや教育において

何を大事にするかなど、かなり右往左往して批判されており、私もその批判

は適切なものかなと思っている。やはり１０年ではなく長いスパンで通底す

るような方針があったほうがよいと思う。 

 

 大綱と基本計画を一緒にする場合のイメージは。 

 

作り方は様々、一体となったもの、目次部分を大綱とし内容を基本計画と

しているものなどもある。町では、骨子部分は大綱、細かい部分を基本計画

とし、今ある基本計画に大綱が加わる形になると想定している。 

 

 方針と目標が大綱、具体的施策が基本計画という形か。 

 

 そうだ。 

 

 

 宮代町の大綱と基本計画は別にあるが、内容は同様。これまでも国がいう

教育振興基本計画をもって大綱に代えるという考え方だったと思っている。

今回も基本計画でやっていくことを定めて、それを抽出して大綱としていく

のがよいのではないか。 

 やっていくこととして、ＩＣＴのこと、授業の仕方、不登校の扱い、中学

校の部活動と社会スポーツの関係など、そういったことを新たに基本計画の

中に盛り込んでいく必要がある。 

 一方、昔からのいわゆる不易流行といった教育の外せない部分があるの

で、そういった部分において基本計画の中身は変わらない。 
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議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新たな項目としては、生涯学習関係では文化協会やレクリエーション協会

の解散などその体系が変わったものをどう盛り込むか、新たな課題としての

ＩＣＴ、部活動の問題などを新たに盛り込むのだろうと思う。 

 こういった中身の部分である基本計画を先行して進めていき、その中身を

抽出し大綱としていく予定。ポイントは基本計画にかかる計画の全体像、こ

こをいかに作るか、そして教育大綱にしてよいのかという議論をいただきた

い。 

 

７月からの定例教育委員会で基本計画の中身を皆さんにご審議をいただ

き、１２月から１月ぐらいに策定していくということでお願いしたい。 

 そのようなことでよいか。 

 

 （よい） 

 

４ その他 

事務局から第５次総合計画前期実行計画事業の進捗等について報告。 

（質疑なし） 

 

５ 閉会 

 


